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１９

務
遂
行
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
２
　

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　
当
市
の
老
人
施
設
の
今
後
の
見

込
み
に
つ
い
て
、
ま
た
、
特
別
養
護
老

人
施
設
な
ど
は
、待
機
者
が
出
て
い
る

が
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、
な
お
、

市
民
バ
ス
の
屋
根
付
待
合
所
や
ベ
ン
チ

の
設
置
を
再
度
強
く
要
望
し
た
い
。特

に
利
用
者
の
多
い
大
森
団
地
沿
線
や
市

内
の
大
型
店
舗
前
、
市
庁
舎
前
な
ど
、

立
派
な
も
の
で
な
く
て
結
構
で
あ
る

が
、
夏
場
に
向
け
、
ぜ
ひ
と
も
設
置
を

望
み
た
い
。

　　
保
健
福
祉
部
長
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
こ
と
し
の
７
月
ご
ろ
に
は
太
田
地
区

に
１
カ
所
、
50
人
定
員
の
新
た
な
施
設
が

開
設
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
老
人

保
健
施
設
、
療
養
型
の
医
療
施
設
は
第
３

期
計
画
で
は
整
備
の
予
定
は
な
い
。
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
施
設
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）
は
、
こ
と
し
の
７
月
に
金
砂

郷
地
区
に
１
カ
所
、
18
人
定
員
で
開
設
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
、
第
３

期
計
画
で
は
２
カ
所
、
整
備
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
通
所
介
護
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
と

し
開
設
さ
れ
る
常
陸
太
田
地
区
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
併
設
し
て
、
新
た
に
20

人
定
員
で
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
安
心
介
護
に
つ
い
て
、
入
所
希
望
対
策

等
に
つ
い
て
は
、夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
な
ど
に
計
画
的
に
基

盤
整
備
を
進
め
て
、
要
介
護
等
認
定
者
が

住
み
な
れ
た
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
体
制
整
備
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
な
お
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

者
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
今
年
１
カ
所
の

整
備
が
図
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
待
機
者

を
多
く
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
現
行
の

老
人
保
健
福
祉
圏
域
が
あ
り
、
そ
の
中
で

関
係
機
関
と
調
整
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

　
市
長
公
室
長
　
バ
ス
停
の
屋
根
・
ベ
ン

チ
な
ど
の
整
備
は
、
バ
ス
事
業
者
な
ど
と

今
後
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
18
年
度
に

設
置
予
定
の
地
域
交
通
会
議
の
中
に
お
い

て
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
な
お
、
市
民
バ
ス
の
バ
ス
停
で
市
役
所

玄
関
前
の
バ
ス
停
留
所
に
つ
い
て
は
、
平

成
18
年
度
中
に
屋
根
つ
き
の
バ
ス
停
留
所

に
整
備
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
３
　

市
民
の
声
に
つ
い
て

　
議
会
・
行
政
の
発
信
す
る
市
民
に
対

す
る
情
報
・
報
告
の
伝
達
が
十
分
機
能

し
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。合
併
に

よ
り
、市
民
の
声
も
多
種
多
様
の
飽
和

状
態
で
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
市
民
の

本
意
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
と

思
っ
て
い
る
。今
回
の
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
活
用
や
各
種
市
民
議
会
の
開

催
や
市
報
・
お
知
ら
せ
版
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
見
や
す
く
読
み
や
す
い
も
の

と
な
る
よ
う
望
み
た
い
。

　　
市
長
公
室
長
　
総
合
計
画
策
定
に
伴
う
、

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
43
％
の

方
が
、
市
民
の
声
が
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

さ
れ
て
い
な
い
と
答
え
て
お
り
、
生
か
さ

れ
て
い
る
と
答
え
た
18.1
％
の
方
の
約
2.5
倍

に
な
っ
て
い
る
。こ
の
調
査
を
受
け
て
、行

政
各
施
策
へ
の
要
望
や
意
見
を
踏
ま
え
、

総
合
計
画
策
定
委
員
会
の
９
部
会
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
検
討
会
、
市
民
の
代

表
20
名
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
中

に
も
協
議
の
資
料
と
い
う
こ
と
で
活
用
し

て
い
る
。
そ
の
具
体
策
に
つ
い
て
新
し
い

総
合
計
画
の
中
に
こ
れ
ら
の
意
見
等
も
反

映
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
。

　
女
性
議
会
は
、
18
年
度
に
開
催
し
て
ま

い
り
た
い
。
な
お
、
時
期
、
人
数
、
こ
れ

ら
の
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
市
の
広
報
紙
や「
お
知
ら
せ
版
」に
つ
い

て
は
、今
後
も
、電
子
デ
ー
タ
入
稿
に
よ
り

印
刷
を
鮮
明
に
す
る
な
ど
見
や
す
い
区
分

と
す
る
た
め
に
工
夫
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、合

併
に
伴
い
、
昨
年
４
月
よ
り
全
面
的
に
リ

ニ
ュ
ア
ー
ル
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

引
き
続
き
市
内
の
情
報
通
信
環
境
等
を
見

な
が
ら
、
市
民
が
見
や
す
く
、
さ
ら
に
情

報
を
容
易
に
閲
覧
可
能
に
で
き
る
よ
う
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
。

　
教
育
長
　
各
種
市
民
議
会
に
つ
い
て
の

子
ど
も
議
会
は
、
過
去
、
平
成
２
年
に
開

催
し
た
経
緯
も
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
の

開
催
の
予
定
は
な
い
。開
催
す
る
場
合
は
、

議
会
運
営
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
市
政
へ
の
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
と
い
う
目
的
か
ら
授
業
の
一
環
と

し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
学
校
と
の
調
整
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　　【
山
口
議
員
　
他
の
質
問
事
項
】

　
・
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
１
　

街
な
み
環
境
整
備
事

　
　
業
に
つ
い
て

宮
田
欣
三
議
員
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１８

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
に

改
善
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
な
お
、
技
能
労
務
職
の
給
与
は
低
い
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
お
り
、
制
度
の
改
善

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
２
　

平
成
18
年
度
予
算
編

　
　
成
の
基
本
理
念
に
つ

　
　
い
て

　
合
併
の
特
例
法
に
基
づ
く
交
付
金
、

補
助
金
等
の
使
い
方
、特
例
債
の
考
え

方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
を
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
特
例
債
な
ど
を
最

大
限
活
用
す
る
こ
と
で
交
付
税
に
頼
ら

な
い
行
政
運
営
や
経
常
経
費
の
削
減
の

考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　　
市
長
　
合
併
に
伴
う
財
政
措
置
と
し
て
、

当
市
に
は
県
よ
り
総
額
で
10
億
円
の
合
併

特
例
交
付
金
、
国
よ
り
総
額
４
億
５
０
０

０
万
円
の
合
併
市
町
村
補
助
金
が
交
付
さ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
主
と
し
て
電

算
シ
ス
テ
ム
の
統
一
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
、
看
板
、
施
設
等
の
名
称
書
き
か
え

な
ど
の
事
業
が
想
定
さ
れ
る
。

　
平
成
18
年
度
当
初
予
算
で
は
、
県
か
ら

の
合
併
特
例
交
付
金
２
億
円
は
、
情
報
シ

ス
テ
ム
整
備
、
固
定
資
産
地
番
現
況
図
作

成
、
観
光
情
報
誌
作
成
、
農
業
集
落
排
水

管
路
台
帳
作
成
へ
の
充
当
を
、
ま
た
、
国

か
ら
の
合
併
市
町
村
補
助
金
２
５
０
０
万

円
は
、
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
、
里

美
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
整
備
へ
の
充
当
を

予
定
し
た
。

　
平
成
16
年
度
の
合
併
特
例
交
付
金
４
億

円
は
、
分
庁
舎
整
備
、
戸
籍
電
算
シ
ス
テ

ム
整
備
、
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
、
閉
町
・
閉

村
記
念
・
合
併
記
念
事
業
等
に
充
当
し
、合

併
市
町
村
補
助
金
１
億
１
６
３
９
万
７
０

０
０
円
は
、
分
庁
舎
用
地
取
得
、
例
規
集

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
更
新
、
サ
イ
ン
整
備
等
に

充
当
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
17
年
度
は
、
合
併
特
例
交
付
金
が
観
光

情
報
誌
や
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
、
市
総
合

計
画
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
に
１
億

３
６
６
０
万
円
、合
併
市
町
村
補
助
金
が
、

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
整
備
、
消
防
団
設
備

整
備
な
ど
に
６
５
３
４
万
５
０
０
０
円
交

付
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
合
併
の
特
例
法
に
基
づ
く
交
付
金
、
補

助
金
等
の
使
い
方
は
、
当
然
、
予
算
の
中

で
ご
審
議
を
い
た
だ
き
、
使
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　
自
主
財
源
に
乏
し
い
常
陸
太
田
市
に

と
っ
て
、
地
方
交
付
税
に
頼
ら
な
い
行
政

運
営
は
や
っ
て
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

決
め
ら
れ
た
自
主
財
源
、地
方
交
付
税
、そ

の
中
で
、
経
常
経
費
的
な
も
の
を
削
減
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
財
源
を
新
た
な

使
途
に
振
り
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
、

強
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　　
総
務
部
長
　
平
成
18
年
に
お
い
て
の
、

合
併
特
例
債
の
起
債
対
象
事
業
は
、
西
河

内
幹
線
、
大
門
幹
線
、
磯
部
天
神
林
線
、
粟

原
小
島
線
、
広
域
営
農
団
地
農
道
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
、
防
災
行
政
無
線
整

備
、中
染
分
署
里
美
出
張
所
整
備
等
で
、合

計
で
６
億
１
１
２
０
万
円
予
定
し
て
い
る
。

　
な
お
、
平
成
18
年
当
初
予
算
の
普
通
交

付
税
は
、
合
併
補
正
及
び
地
方
交
付
税
の

算
定
の
特
例
に
基
づ
く
合
併
算
定
替
を
見

込
ん
で
計
上
し
て
い
る
。

　
１
　

救
急
体
制
に
つ
い
て

　
救
急
体
制
と
し
て
当
市
の
救
急
医
療

指
定
施
設
の
現
状
と
今
後
の
趨
勢
に
つ

い
て
、本
年
開
業
の
大
宮
済
生
会
病
院

を
視
野
に
入
れ
考
え
を
伺
い
た
い
。ま

た
、
救
急
医
療
指
定
施
設
の
選
考
、
選

定
基
準
に
つ
い
て
。さ
ら
に
救
急
医
療

指
定
施
設
へ
の
体
制
整
備
、
協
力
・
指

導
等
は
早
急
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
消
防
長
　
当
市
に
お
け
る
初
期
救
急
医

療
指
定
施
設
は
、
救
急
医
療
協
力
診
療
所

が
９
施
設
、
救
急
医
療
協
力
病
院
が
２
施

設
、
救
急
告
示
病
院
が
３
施
設
、
合
わ
せ

山
口
恒
男
議
員

て
14
の
救
急
医
療
指
定
施
設
が
救
急
医
療

に
携
わ
っ
て
い
る
。
本
年
７
月
に
は
常
陸

大
宮
市
に
県
北
西
部
地
域
の
中
核
病
院
と

し
て
、
ま
た
、
第
二
次
救
急
医
療
の
で
き

る
総
合
病
院
と
し
て
、
常
陸
大
宮
済
生
会

病
院
が
開
業
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
水
戸
や
日
立
へ
の
搬
送
も
数
多

く
あ
り
、搬
送
に
時
間
を
要
し
て
い
る
が
、

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
は
隣
接
で
あ
り
、

搬
送
時
間
も
短
縮
と
な
り
、
救
命
率
の
向

上
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
救
急
医
療
指
定
施
設
の
選
考
基
準
に
つ

い
て
は
、原
則
と
し
て
24
時
間
体
制
で
、医

師
が
常
時
在
住
し
、
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
や

心
電
図
、
輸
血
等
の
設
備
、
そ
の
他
救
急

医
療
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
設

備
や
救
急
医
療
を
要
す
る
傷
病
者
の
搬
送

に
容
易
な
場
所
に
所
在
し
、
傷
病
者
の
搬

送
に
適
し
た
構
造
・
設
備
や
救
急
患
者
の

た
め
の
専
用
病
床
ま
た
は
優
先
的
に
使
用

さ
れ
る
病
床
を
有
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　
救
急
医
療
指
定
施
設
へ
の
体
制
整
備
に

つ
い
て
、
消
防
が
行
う
救
急
医
療
分
に
つ

い
て
は
、
医
療
施
設
へ
の
搬
送
業
務
は
も

と
よ
り
、
救
命
士
の
病
院
研
修
、
さ
ら
に

は
事
後
検
証
会
等
、
日
ご
ろ
か
ら
医
療
機

関
と
の
密
接
な
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
医
療
機
関
へ
の
体
制
整
備
指
導
は
、
救

急
医
療
指
定
施
設
と
し
て
告
示
さ
れ
た
医

療
機
関
に
対
し
、
医
療
機
関
と
し
て
施
設

の
状
況
並
び
に
受
け
入
れ
体
制
や
救
急
業


